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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期
第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 10,475,965 8,552,016 55,645,701

経常利益又は経常損失（△） （千円） △46,996 △446,052 1,082,959

四半期純損失（△）又は当期純利

益
（千円） △36,789 △288,231 74,004

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 195,643 △356,491 689,256

純資産額 （千円） 18,204,928 17,755,476 18,471,168

総資産額 （千円） 38,097,658 38,304,008 42,032,290

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △2.77 △22.03 5.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.7 46.3 43.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第63期第１四半期連結累計期間及び第64

期第１四半期連結累計期間については１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため、ま

た、第63期については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動により、個人消費

などが一時的に落ち込んだものの、政府による各種経済対策の効果などを背景に、企業収益や雇用・所得環境が改

善し、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

当社グループの建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移し、企業収益の改善から民間設備投資の増加な

ど受注環境の好転が期待された一方、労務費・材料費等のコストアップが利益圧迫要因となり、経営環境は依然と

して厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の受注高は前年同四半期比4.5％増の149億46

百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は85億52百万円（前年同四半期比18.4％減）となり、

営業損失は５億０百万円（前年同四半期は営業損失１億０百万円）、経常損失は４億46百万円（前年同四半期は経

常損失46百万円）、四半期純損失は２億88百万円（前年同四半期は四半期純損失36百万円）となりました。

当社グループの売上高は、通常の営業形態として、連結会計年度末に完成する工事の割合が大きくなる傾向があ

り、一方、販売費及び一般管理費などの固定費は各四半期にほぼ均等に発生するため、利益が連結会計年度末に偏

るという季節的変動があります。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

売上高につきましては61億85百万円（前年同四半期比7.4％減）となり、セグメント損失は４億42百万円

（前年同四半期はセグメント損失２億52百万円）となりました。

②　米国

売上高につきましては12億４百万円（前年同四半期15.4％減）となり、セグメント損失は85百万円（前年同

四半期はセグメント損失17百万円）となりました。

③　中国

売上高につきましては９億94百万円（前年同四半期比34.3％減）となり、セグメント利益は19百万円（前年

同四半期比79.8％減）となりました。

④　インド

売上高につきましては57百万円（前年同四半期比0.3％減）となり、セグメント損失は12百万円（前年同四

半期はセグメント損失11百万円）となりました。

⑤　フィリピン

売上高につきましては１億９百万円（前年同四半期比86.4％減）となり、セグメント利益は20百万円（前年

同四半期比76.4％減）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はございません。

 

(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は21百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 55,000,000

計 55,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,364,975 14,364,975

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 14,364,975 14,364,975 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 14,364,975 － 5,195,057 － 5,086,553

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,285,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,957,000 12,957 －

単元未満株式 普通株式 122,975 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 14,364,975 － －

総株主の議決権 － 12,957 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式153株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大成温調株式会社

東京都品川区大井

一丁目47番１号
1,285,000 － 1,285,000 8.95

計 － 1,285,000 － 1,285,000 8.95

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第63期連結会計年度　　　太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

第64期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　優成監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 12,952,210 11,658,467

受取手形・完成工事未収入金等 17,275,595 14,079,920

有価証券 60,072 60,080

未成工事支出金 2,068,104 2,184,613

商品 23,777 12,060

原材料 126,858 118,757

繰延税金資産 463,184 465,021

その他 1,483,510 1,951,364

貸倒引当金 △63,019 △57,124

流動資産合計 34,390,293 30,473,162

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 4,062,364 4,042,676

機械、運搬具及び工具器具備品 1,464,865 1,443,990

土地 1,898,308 1,896,150

建設仮勘定 12,180 84,344

その他 133,111 129,007

減価償却累計額 △3,141,641 △3,157,835

有形固定資産合計 4,429,189 4,438,333

無形固定資産 87,798 90,335

投資その他の資産   

投資有価証券 1,987,614 2,049,559

長期貸付金 476,437 475,467

繰延税金資産 288,611 411,374

その他 1,359,769 1,352,652

貸倒引当金 △987,425 △986,877

投資その他の資産合計 3,125,008 3,302,177

固定資産合計 7,641,996 7,830,846

資産合計 42,032,290 38,304,008
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 16,803,576 12,773,590

短期借入金 594,014 1,116,534

未払法人税等 169,717 108,462

未成工事受入金 3,042,056 3,589,325

賞与引当金 301,988 152,080

完成工事補償引当金 58,372 51,924

工事損失引当金 250,399 243,269

その他の引当金 7,002 10,113

その他 1,371,338 1,249,866

流動負債合計 22,598,466 19,295,167

固定負債   

長期借入金 2,093 2,205

その他の引当金 71,786 62,375

退職給付に係る負債 706,940 1,018,979

負ののれん 18,081 13,561

その他 163,754 156,243

固定負債合計 962,655 1,253,364

負債合計 23,561,121 20,548,531

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,195,057 5,195,057

資本剰余金 5,087,248 5,087,248

利益剰余金 8,527,876 7,881,505

自己株式 △382,715 △383,614

株主資本合計 18,427,466 17,780,197

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 226,179 255,544

為替換算調整勘定 △30,437 △140,987

退職給付に係る調整累計額 △152,039 △146,546

その他の包括利益累計額合計 43,702 △31,990

少数株主持分 － 7,268

純資産合計 18,471,168 17,755,476

負債純資産合計 42,032,290 38,304,008
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高   

完成工事高 10,308,351 8,373,143

その他の事業売上高 167,614 178,873

売上高合計 10,475,965 8,552,016

売上原価   

完成工事原価 9,379,145 7,782,370

その他の事業売上原価 120,220 130,530

売上原価合計 9,499,365 7,912,901

売上総利益   

完成工事総利益 929,206 590,772

その他の事業総利益 47,394 48,342

売上総利益合計 976,600 639,115

販売費及び一般管理費 1,076,771 1,139,314

営業損失（△） △100,171 △500,199

営業外収益   

受取利息及び配当金 19,340 18,167

受取保険金 38,055 27,324

持分法による投資利益 － 22,968

貸倒引当金戻入額 3,658 1,526

その他 18,181 12,358

営業外収益合計 79,236 82,346

営業外費用   

支払利息 3,904 4,184

為替差損 4,796 14,358

工事補修費 17,281 9,630

その他 79 25

営業外費用合計 26,061 28,199

経常損失（△） △46,996 △446,052

税金等調整前四半期純損失（△） △46,996 △446,052

法人税等 △26,515 △165,253

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △20,480 △280,798

少数株主利益 16,308 7,432

四半期純損失（△） △36,789 △288,231
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △20,480 △280,798

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 386 29,365

為替換算調整勘定 215,738 △93,616

退職給付に係る調整額 － 5,492

持分法適用会社に対する持分相当額 － △16,934

その他の包括利益合計 216,124 △75,692

四半期包括利益 195,643 △356,491

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 179,335 △363,760

少数株主に係る四半期包括利益 16,308 7,268
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存

勤務期間に基づく割引率から単一の加重平均割引率を用いる方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が292,221千円増加し、利益剰余金が

188,073千円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失はそれぞれ1,994千円減少しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期

連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比

べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 48,857千円 53,300千円

負ののれんの償却額 △4,520 △4,520

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 172,690 13 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 170,064 13 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 日本 米国 中国 インド フィリピン 計

売上高         

外部顧客への売上高 6,677,144 1,424,056 1,513,794 57,838 803,131 10,475,965 － 10,475,965

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － － －

計 6,677,144 1,424,056 1,513,794 57,838 803,131 10,475,965 － 10,475,965

セグメント利益又は損失（△) △252,885 △17,535 95,910 △11,874 86,322 △100,061 △284 △100,345

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、豪州の現地法人の事業活動を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

損失（△） 金額

報告セグメント計 △100,061

「その他」の区分の損失（△） △284

セグメント間取引消去 174

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △100,171

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 日本 米国 中国 インド フィリピン 計

売上高         

外部顧客への売上高 6,185,757 1,204,332 994,900 57,667 109,358 8,552,016 － 8,552,016

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － － －

計 6,185,757 1,204,332 994,900 57,667 109,358 8,552,016 － 8,552,016

セグメント利益又は損失（△) △442,198 △85,279 19,391 △12,242 20,362 △499,967 △282 △500,249

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、豪州の現地法人の事業活動を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

損失（△） 金額

報告セグメント計 △499,967

「その他」の区分の損失（△） △282

セグメント間取引消去 50

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △500,199
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「日本」のセグメント損失が1,994千円

減少しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2円77銭 △22円03銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △36,789 △288,231

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △36,789 △288,231

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,283 13,080

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月７日

大成温調株式会社

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　洋一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成温調株式会
社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成
26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成温調株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 
その他の事項
　会社の平成26年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係
る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査
が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成25年８月８日付けで無限定の結論を表明してお
り、また、当該連結財務諸表に対して平成26年６月27日付けで無限定適正意見を表明している。
 
利害関係
　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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